
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年度 あらぐさ後援会総会 報告 

開催日時  ２０２４年６月１日（土）  １３：３０～１５：３０ 

場  所  障害福祉センターあらぐさ １階ホール 

2023 年度事業報告・決算報告・監査報告   

１ 2023 年度 事業報告 

あらぐさ後援会では、3 つの専門部(事業部・広報部・組織部)を中心として、あらぐさ福祉会の 

事業への支援と、「誰もが安心して暮らし続けることができる地域づくり」を支援することを目的

として、次の活動を展開しています。 

 

１．後援会イベント「みんなおいでよーあらぐさひろば」について 

 2021 年度以降、新型コロナウイルス感染予防の観点から開催を見合わせていましたが、今年

度は久しぶりに地域交流イベントとして、後援会役員、構成員の総力を結集して「みんなおいで

よ～あらぐさひろば」を開催しました。 

「あらぐさひろば」は、あらぐさ福祉会の事業と、誰もが暮らしやすいまちづくりを応援する

個人、団体が集まってつくる参加型のイベントをめざし、地域の諸団体に参加を呼びかけてきま

した。 

今回は、企画内容も改め、屋外でのステージ発表を鑑賞する事をメインに据えて、本館内では

ワークショップやウクレレ体験コーナーを、新館ではあらぐさ利用者の作品展を同時に開催しま

した。敷地内駐車スペースでは、京都イブニングロータリークラブの皆さんによるなんでも市や、

あらぐさ会の皆さんによるミニバザーが賑わいを見せていました。参加者の多さに呼応して、自

主製品・作品の売れ行きも好調でした。残暑による熱中症対策として飲み物販売コーナーを用意

しましたが、当日は風の強さはあったものの、例年よりも比較的涼しく、快適な気候に恵まれま

した。 

オープニングは力強い琉球国祭り太鼓の演武に始まり、合唱団ひまわりっこの皆さん、アイサ

ポートさん（訪問リハビリ事業者）からご紹介いただいた小学生によるバイオリンのソロ演奏、

フラダンス（フラ・マリエ）の皆さん、最後はあらぐさの利用者さんや来場者も一緒に「エビカ

ニクス」を踊って楽しく終了しました。 

２．事業部活動 

（１）あらぐさ支援募金の取り組み 

  後援会の入会の呼びかけとともに、支援募金も引き続き行いました。個人、会社、医院、商

店からの募金のほか、あらぐさ利用者と職員とで構成している「ぱんだ企画」からは、年間に

数回取り組んだ応援グッズ販売活動の売上げを、また後援会員有志による「みかん販売」の売

り上げを支援募金としていただきました。 

募金件数は 240 件（前年度は 270 件）、支援募金額は 110 万 4000 円（前年度は 85 万 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6737 円）になりました。2011 年度より取り組んでいるあらぐさ支援募金は、多くの支援者

のご協力をいただき、あらぐさ福祉会へ施設整備支援の寄付を続けています。 

３．広報部活動 

１）「あらぐさ通信」を計画通り、定期的に発行しました。 

（１）編集会議（6 回開催）で企画を立て協議しながら、6 月、9 月、1 月に 3 回発行（№115

～117）しました。また、きょうされん国会請願署名用紙なども同封しました。 

（２）通信の紙面は、通信編集委員の皆さんにより、企画や取材、原稿依頼をし、作成しています。

印刷や住所のラベル貼り、封入作業については、引き続き、障害福祉センターあらぐさ利用者

の皆さんに仕事として発注し、発送作業を担っていただいています。 

（３）通信の内容は、表紙で利用者さんのスナップ写真、利用者さんの地域生活（２名の方に登場

頂きました）、あらぐさと私（職員 2 名）、後援会総会の報告、法人からの報告（決算報告等）、

各グループからの報告、作品の紹介（グループ別）、作品展の告知などでした。 

写真や記事内容に含まれる個人情報については、慎重に確認しながら掲載しています。 

２）あらぐさのホームページ（http://www.aragusa-fukushi.jp）で、通信のバックナンバーを 

閲覧できます。 

４．組織部活動 

 2023 年度の会員数は３８６団体個人（前年度、３８６団体個人）、会費合計 58 万 110 円（前

年度 57 万 3 千円）でした。多くのみなさんに支えて頂きました。 

 

２  2023 年度あらぐさ後援会決算報告及び監査報告  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年度事業計画・予算案  

 

１2024 年度 事業計画 

 

あらぐさ後援会では、無認可共同作業所の立ち上げに込められた思いと、法人の理念の実現を支

える為に、今年度も地域に発信していく役割の一翼を担っていきたいと考えています。 

今年度も、3 つの専門部(事業部・広報部・組織部)を中心として、あらぐさ福祉会の事業へのさ

らなる支援と、誰もが安心して暮らし続けることができる地域づくりを支援することを目的とし

て、次の活動を展開します。 

 

１．第８回「みんなおいでよーあらぐさひろば」を開催します 

 

  日程  ２０２４年１０月５日（土）  場所  障害福祉センターあらぐさ敷地内 

 

 今年度も後援会会員のみなさんと周辺地域住民の方々をおもてなしする行事として、「みんなお

いでよーあらぐさひろば」を開催します。「障害を持っている人たち、お年寄りや子どもたちにと

って住みやすい街は、誰にとっても住みやすい街になるはず」という思いをもとに、地域の諸団体

に参加を呼びかけ、共に楽しい「あらぐさひろば」をめざします。 

 会場の構成においては、感染予防に配慮して、開催時間や企画内容、コーナー配置など慎重に検

討していきます。 

   

２．事業部活動 

（１）あらぐさ支援募金の取り組み 

「くらしの場」づくりの施設整備を支援することを目的に、「あらぐさ支援募金」を訴えます。 

       あらぐさ支援募金  1 口      1,000 円 

       今年度目標額            90 万円 

（２）後援会独自の資金づくりの取り組み 

  後援会独自で物品販売等に取り組み、地域に支援を発信します。 

 

３．広報部活動 

編集会議（広報部役員と会員による編集委員）で協議し、あらぐさ通信を定期的に発行します。 

（１）「あらぐさ通信」は、あらぐさ福祉会と協力して編集・発行します。後援会の活動を紹介し 

後援会員を結ぶ機関誌として、また、あらぐさの事業や実践を広く市民の方々に知っていた

だくための広報誌（情報誌）としての役割を果たしていきます。 

（２）あらぐさ後援会員の感想を把握しながら、あらぐさの活動、地域での生活、後援会活動、 

障害者運動などを分かりやすく発信します。 

 



 （３）発行計画 

 ・体裁等 A４ 横書き 8 ページ建て 必要に応じて「付録」を利用する 

 ・発行部数／印刷  1,100 部  発送作業を障害福祉センターあらぐさに委託する 

 ・第 3 種郵便物で発送する    

・年間計画 年 3 回（6・10・2 月頃） 

 ・カラー印刷 

（４）年間の企画 

 ・利用者さんの地域での生活 ・あらぐさと私  ・作品紹介         

・障害者運動の動向  ・後援会活動  ・グループ活動の紹介 ・法人報告 など   

 

４．組織部活動 

会員ならびに支援募金の協力者を合わせて、５００名を目標にめざします。 

地域の諸団体と日常的な交流を図りながら、「あらぐさ通信」の読者を広め、入会者を増や

していくような活動をつくっていきます。 

 

２  2024 年度 あらぐさ後援会 予算書 

 

自：２０２４年４月１日  至：２０２５年３月３１日 

収入 支出 

前年度繰越金 163,744 あらぐさ通信経費 200,000   

会費収入     600,000 事業費 250,000 

事業収入 100,000 事務費 100,000 

  予備費    163,744 

  あらぐさ福祉会へ寄付   150,000 

計     863,744     計     863,744 

 

2024 年度あらぐさ後援会 役員（敬称略） 

会  長  大橋瑞己       副 会 長  増田康夫・今西さよ子 

事務局長  松村 誠       会  計  安武真理 

役  員  伊地知有華・西岡伸也・西井美千代・真殿尊子・三谷文菜・坂本靖子 

 

会計監査  内藤敬子・垣内良美 

 


